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《鼻血が出たら？～対処法～》
鼻血が出たらまず頭を下に向けて小鼻(先の膨らんだ部分)をつまみます。そのまま約５～１０分くらい小
鼻を血が止まるまで指で
押さえます。何かに当た
り鼻血が出た場合は、そ
の部位を冷やすと更に効
果的です。
[image: C:\Users\career\Downloads\471.jpg]《やってはいけないことは？》
　主に５つ、御紹介します。
1 上を向く、頭を低くして寝る
顔を上に向く、頭を低くして寝ると、血が逆流して喉を通って気管に入ってしまうので、上を向く事はやってはいけません。
②鼻をかむ
→鼻血はやがて傷口で固まりかさぶたとなって止まります。そこで鼻をかんでしまうと、それが取れてしまいまた血が出てしまいます。
2 ティッシュを鼻に詰め込む
→止血の際にティッシュを詰めることが多いと思いますが、ティッシュの繊維が傷口についてしまうと、抜く時に傷口を傷つけてしまうことがあるので出来れば、少し濡らした綿球やガーゼなどの比較的やわらかいものを使用しましょう。鼻に詰めなければティッシュでも構いません。
④血を垂らしたままいる
→血を垂らしたままいると他人についてしまうことがあり、感染症の問題が出てきてしまいます。ですからしっかりと止血を行いましょう。ついてしまったらよく洗い、床などに垂らしてしまったらよく拭いてください。
⑤自分以外の血に直接触れない
→止血の時、自分以外の血に触れる場合は必ずゴム手袋(無い場合はビニール袋などで代用)をして下さい。止血に使った物は何か袋に入れて、隔離して処分して下さい。
《子供の鼻血と大人の鼻血》
鼻血が出てしまう原因は、子供と大人によって違います。もちろん鼻を強くぶつけた時に鼻血が出る事もあります。
子供の場合、小鼻の辺りをいじってしまう事が原因としてあげられます。子供のうちは粘膜が弱いためすぐに出血してしまいます。ですから鼻をむやみにいじらないようにしましょう。大人の場合、高血圧や動脈硬化などの病気の疑いがあると出血しやすい体質になります。
《病院に行くべき時は？》
・鼻を強打したあと、鼻に明らかな変形があるとき(曲がっている、凹んでいる‥)、また鼻血が止まらないとき
　→骨折している疑いがあります。折れたまま放置していると曲がったままになってしまいます。すぐに耳鼻咽喉科へ行きましょう。
・身に覚えがないのに頻繁に鼻血が出てくるとき
→糖尿病や高血圧など血管系の病気や内臓系の病気にかかっている可能性があります。その場合は早めに耳鼻咽喉科に行きましょう。
・鼻血以外に違う症状があるとき
[image: ][image: ]　→鼻血以外にサラサラした黄色っぽい液体(髄液漏)が混ざっていた場合、それは脳や脊髄の損傷で命に関わる恐れがあります。まためまいや頭痛、ぶつかった前後の記憶がないなどの症状では脳震盪が疑われます。その場合は症状が治まるまで安静にして、速やかに病院(脳神経外科)に行きましょう。何か怪我等でお困りの際には是非むろた鍼灸整骨院へ御越し下さい!!
むろた鍼灸整骨院




image2.png




image3.jpg




image1.jpeg





 


 


�s•@ŒŒ‚ª�o


‚½‚ç�H�`‘Î�ˆ–@�`�t


 


•@ŒŒ‚ª�o‚½‚ç‚Ü‚¸


“ª‚ð‰º‚ÉŒü‚¯‚Ä


�¬


•@


(


�æ‚Ì–c‚ç‚ñ‚¾•”•ª


)


‚ð‚Â‚Ü‚Ý‚Ü‚·�B


‚»‚Ì‚Ü


‚Ü


–ñ


‚T�`‚P‚O•ª‚­‚ç‚¢


�¬


 


•@‚ð


ŒŒ‚ªŽ~‚Ü‚é‚Ü‚Å


Žw‚Å


 


‰Ÿ


‚³


‚¦


‚Ü‚·�B


‰½‚©‚É“–‚½


 


‚è•@ŒŒ‚ª�o‚½�ê�‡‚Í�A‚»


 


‚Ì


•”ˆÊ‚ð


—â‚â‚·


‚Æ


�X‚É


Œø


 


‰Ê


“I‚Å‚·�B


 


�s‚â‚Á‚Ä‚Í‚¢‚¯‚È‚¢‚±‚Æ‚Í�H�t


 


 


Žå‚É‚T


‚Â


�A


Œä�Ð‰î‚µ‚Ü‚·�B


 


‡@


 


�ã‚ðŒü


‚­


�A“ª‚ð’á‚­‚µ‚Ä�Q‚é


 


顔


を上に


向


く


、


頭を低くして寝ると、


血が逆流


して喉を通って気管に入ってしまうので、


上を


Œü‚­Ž–‚Í‚â‚Á‚Ä‚Í‚¢‚¯‚Ü‚¹‚ñ


�B


 


‡A


•@‚ð‚©‚Þ


 


�¨


•@ŒŒ‚Í‚â‚ª‚Ä��Œû‚ÅŒÅ‚Ü‚è‚©‚³‚Ô‚½‚Æ


‚È‚Á‚Ä


Ž~


‚Ü


‚è‚Ü‚·�B‚»


‚±‚Å


•@‚ð‚©‚ñ‚Å‚µ‚Ü


‚¤‚Æ


�A


‚»


‚ê


‚ª


Žæ‚ê‚Ä‚µ‚Ü‚¢‚Ü‚½ŒŒ‚ª�o‚Ä‚µ


‚Ü‚¢‚Ü‚·


�B


 


‡A


 


ƒeƒBƒbƒVƒ…‚ð•@‚É‹l‚ß�ž‚Þ


 


�¨


Ž~ŒŒ‚Ì�Û‚É


ƒeƒBƒbƒVƒ…‚ð‹l‚ß‚é‚±‚Æ


‚ª‘½


‚¢‚Æ


Žv‚¢‚Ü‚·‚ª�AƒeƒBƒbƒVƒ…‚Ì‘@ˆÛ‚ª��Œû‚É‚Â


‚¢‚Ä‚µ‚Ü‚¤‚Æ


�A


”²‚­Žž‚É��Œû‚ð��‚Â‚¯‚Ä‚µ‚Ü‚¤


‚±‚Æ‚ª‚ ‚é‚Ì‚Å


�o—ˆ‚ê‚Î�A


�­‚µ”G‚ç‚µ‚½–È‹…‚â


ƒK�[ƒ[


‚È‚Ç‚Ì


”äŠr“I


‚â‚í‚ç‚©‚¢‚à‚Ì


‚ðŽg—p‚µ


‚Ü‚µ‚å‚¤


�B


•@‚É‹l‚ß‚È‚¯‚ê‚ÎƒeƒBƒbƒVƒ…‚Å‚à�\


‚¢‚Ü‚¹‚ñ�B


 


‡C


ŒŒ‚ð�‚‚ç‚µ‚½‚Ü‚Ü‚¢‚é


 


�¨


ŒŒ‚ð�‚‚ç‚µ‚½‚Ü‚Ü‚¢‚é‚Æ‘¼�l‚É‚Â‚¢‚Ä


‚µ‚Ü‚¤‚±‚Æ‚ª‚ ‚è�A


Š´�õ�Ç


‚Ì–â‘è‚ª�o‚Ä‚«


‚Ä‚µ‚Ü‚¢‚Ü‚·�B‚Å‚·‚©‚ç‚µ‚Á‚©‚è‚ÆŽ~ŒŒ‚ð


�s‚¢‚Ü‚µ‚å‚¤�B


‚Â‚¢‚Ä‚µ‚Ü‚Á‚½‚ç‚æ‚­�ô‚¢�A


�°‚È‚Ç‚É�‚‚ç‚µ‚Ä‚µ‚Ü‚Á‚½‚ç‚æ‚­�@‚¢‚Ä‚­


‚¾‚³‚¢�B


 


‡DŽ©•ªˆÈŠO‚ÌŒŒ‚É’¼�Ú�G‚ê‚È‚¢


 


�¨


Ž~ŒŒ‚ÌŽž�AŽ©•ªˆÈŠO‚ÌŒŒ‚É�G‚ê‚é�ê�‡


‚Í•K‚¸


ƒSƒ€Žè‘Ü


(


–³‚¢�ê�‡‚Íƒrƒj�[ƒ‹‘Ü‚È


‚Ç


‚Å‘ã—p


)


‚ð‚µ‚Ä‰º‚³‚¢�BŽ~ŒŒ‚ÉŽg‚Á‚½•¨‚Í


‰½‚©‘Ü‚É“ü‚ê‚Ä


�AŠu—£‚µ‚Ä


�ˆ•ª‚µ‚Ä‰º‚³‚¢�B


 


�s


Žq‹Ÿ‚Ì•@ŒŒ‚Æ‘å�l‚Ì•@ŒŒ


�t


 


•@ŒŒ‚ª�o‚Ä‚µ‚Ü‚¤Œ´ˆö‚Í�AŽq‹Ÿ‚Æ‘å�l‚É


‚æ‚Á‚Äˆá‚¢


‚Ü‚·�B


‚à‚¿‚ë‚ñ•@


‚ð‹­‚­‚Ô‚Â‚¯


‚½Žž‚É•@ŒŒ‚ª�o‚é


Ž–‚à‚ ‚è‚Ü‚·�B


 


Žq‹Ÿ


‚Ì�ê�‡


�A�¬•@‚Ì•Ó‚è‚ð‚¢‚¶‚Á‚Ä‚µ‚Ü


‚¤Ž–‚ªŒ´ˆö‚Æ‚µ‚Ä‚ ‚°‚ç‚ê‚Ü‚·�B


Žq‹Ÿ‚Ì‚¤


‚¿‚Í”S–Œ‚ª


Žã‚¢


‚½‚ß


‚·‚®‚É�oŒŒ


‚µ‚Ä‚µ‚Ü‚¢


‚Ü‚·�B


‚Å‚·‚©‚ç•@‚ð


‚Þ‚â‚Ý‚É‚¢‚¶‚ç‚È‚¢‚æ


‚¤‚É‚µ‚Ü‚µ‚å‚¤�B


‘å�l


‚Ì�ê�‡


�A


�‚ŒŒˆ³‚â“®


–¬�d‰»‚È‚Ç‚Ì•a‹C‚Ì‹^‚¢


‚ª‚ ‚é‚Æ


�oŒŒ‚µ‚â


‚·‚¢‘ÌŽ¿


‚É‚È‚è‚Ü‚·


�B


 


�s•a‰@‚É�s‚­‚×‚«Žž‚Í�H�t


 


�E•@‚ð‹­‘Å‚µ‚½‚ ‚Æ�A•@‚É–¾‚ç‚©‚È•ÏŒ`


‚ª‚ ‚é‚Æ‚«


(


‹È‚ª‚Á‚Ä‚¢‚é�A‰š‚ñ‚Å‚¢‚é�d


)


�A


‚Ü‚½•@ŒŒ‚ªŽ~‚Ü‚ç‚È‚¢‚Æ‚«


 


 


�¨


�œ�Ü


‚µ‚Ä‚¢‚é‹^‚¢‚ª‚ ‚è‚Ü‚·�B�Ü‚ê‚½


‚Ü‚Ü


•ú’u‚µ‚Ä‚¢‚é‚Æ‹È‚ª‚Á‚½‚Ü‚Ü


‚É‚È‚Á‚Ä


‚µ‚Ü‚¢‚Ü‚·�B


‚·‚®‚É


Ž¨•@ˆô�A‰È


‚Ö�s‚«‚Ü‚µ


‚å‚¤


�B


 


�E


�g‚ÉŠo‚¦‚ª‚È‚¢‚Ì‚É


•p”É‚É


•@ŒŒ‚ª�o‚Ä


‚­‚é‚Æ‚«


 


�¨


“œ”A•a‚â�‚ŒŒˆ³


‚È‚Ç


ŒŒŠÇŒn‚Ì•a‹C‚â“à


‘ŸŒn‚Ì•a‹C


‚É‚©‚©‚Á‚Ä‚¢‚é‰Â”\�«‚ª‚ ‚è‚Ü


‚·�B


‚»‚Ì�ê�‡‚Í‘�‚ß‚É


Ž¨•@


ˆô�A


‰È


‚É�s‚«‚Ü


‚µ‚å‚¤


�B


 


�E


•@ŒŒˆÈŠO‚Éˆá‚¤�Ç�ó‚ª‚ ‚é‚Æ‚«


 


 


�¨


•@ŒŒˆÈŠO‚É


ƒTƒ‰ƒTƒ‰‚µ‚½


‰©�F‚Á‚Û‚¢


‰t


‘Ì


(


�‘‰t˜R


)


‚ª�¬‚´‚Á‚Ä‚¢‚½�ê�‡�A‚»‚ê‚Í”]


‚â�Ò�‘‚Ì‘¹��‚Å


–½‚ÉŠÖ‚í


‚é


‹°‚ê‚ª‚ ‚è‚Ü‚·


�B


‚Ü‚½


‚ß‚Ü‚¢‚â“ª’É


�A


‚Ô‚Â‚©‚Á‚½‘OŒã‚Ì


‹L‰¯


‚ª‚È‚¢


‚È‚Ç


‚Ì�Ç�ó‚Å‚Í


”]�ká¹‚ª‹^‚í‚ê‚Ü‚·�B


‚»‚Ì�ê�‡‚Í


�Ç�ó‚ª


Ž¡


‚Ü‚é‚Ü‚ÅˆÀ�Ã


‚É‚µ


‚Ä


�A


‘¬‚â‚©‚É


•a‰@


(


”]�_ŒoŠO‰È


)


‚É


�s‚«‚Ü‚µ‚å‚¤


�B


 


むろた鍼灸整骨院


 


何か怪我等でお困りの際


には是非むろた鍼灸整骨


院へ御越し下さ


い


!!


 




    《鼻血が出 たら？～対処法～》   鼻血が出たらまず 頭を下に向けて 小 鼻 ( 先の膨らんだ部分 ) をつまみます。 そのま ま 約 ５～１０分くらい 小   鼻を 血が止まるまで 指で   押 さ え ます。 何かに当た   り鼻血が出た場合は、そ   の 部位を 冷やす と 更に 効   果 的です。   《やってはいけないことは？》     主に５ つ 、 御紹介します。   ①   上を向 く 、頭を低くして寝る   顔 を上に 向 く 、 頭を低くして寝ると、 血が逆流 して喉を通って気管に入ってしまうので、 上を 向く事はやってはいけません 。   ② 鼻をかむ   → 鼻血はやがて傷口で固まりかさぶたと なって 止 ま ります。そ こで 鼻をかんでしま うと 、 そ れ が 取れてしまいまた血が出てし まいます 。   ②   ティッシュを鼻に詰め込む   → 止血の際に ティッシュを詰めること が多 いと 思いますが、ティッシュの繊維が傷口につ いてしまうと 、 抜く時に傷口を傷つけてしまう ことがあるので 出来れば、 少し濡らした綿球や ガーゼ などの 比較的 やわらかいもの を使用し ましょう 。 鼻に詰めなければティッシュでも構 いません。   ④ 血を垂らしたままいる   → 血を垂らしたままいると他人について しまうことがあり、 感染症 の問題が出てき てしまいます。ですからしっかりと止血を 行いましょう。 ついてしまったらよく洗い、 床などに垂らしてしまったらよく拭いてく ださい。   ⑤自分以外の血に直接触れない   → 止血の時、自分以外の血に触れる場合 は必ず ゴム手袋 ( 無い場合はビニール袋な ど で代用 ) をして下さい。止血に使った物は 何か袋に入れて 、隔離して 処分して下さい。   《 子供の鼻血と大人の鼻血 》   鼻血が出てしまう原因は、子供と大人に よって違い ます。 もちろん鼻 を強くぶつけ た時に鼻血が出る 事もあります。   子供 の場合 、小鼻の辺りをいじってしま う事が原因としてあげられます。 子供のう ちは粘膜が 弱い ため すぐに出血 してしまい ます。 ですから鼻を むやみにいじらないよ うにしましょう。 大人 の場合 、 高血圧や動 脈硬化などの病気の疑い があると 出血しや すい体質 になります 。   《病院に行くべき時は？》   ・鼻を強打したあと、鼻に明らかな変形 があるとき ( 曲がっている、凹んでいる‥ ) 、 また鼻血が止まらないとき     → 骨折 している疑いがあります。折れた まま 放置していると曲がったまま になって しまいます。 すぐに 耳鼻咽喉科 へ行きまし ょう 。   ・ 身に覚えがないのに 頻繁に 鼻血が出て くるとき   → 糖尿病や高血圧 など 血管系の病気や内 臓系の病気 にかかっている可能性がありま す。 その場合は早めに 耳鼻 咽喉 科 に行きま しょう 。   ・ 鼻血以外に違う症状があるとき     → 鼻血以外に サラサラした 黄色っぽい 液 体 ( 髄液漏 ) が混ざっていた場合、それは脳 や脊髄の損傷で 命に関わ る 恐れがあります 。 また めまいや頭痛 、 ぶつかった前後の 記憶 がない など の症状では 脳震盪が疑われます。 その場合は 症状が 治 まるまで安静 にし て 、 速やかに 病院 ( 脳神経外科 ) に 行きましょう 。  
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